
地球温暖化は、決して一個人の責任ではありません。 

しかし、産業革命以来、私たちは「便利」「楽」「金儲け」――人間の欲望を満たすために、環境を

犠牲にしてきました。 

その結果、すべての大人に責任があります。 

今こそ、一人ひとりがその責任を認め、これまでの経済活動を見直し、環境を最優先する経済活

動へと変える行動を取らなければなりません。 

このままでは、私たちが迎える未来は 

・核戦争による破滅か 

・地球温暖化による滅亡か 

 

それとも、 

・人類が反省し、破滅を止める道を選ぶか 

――今が、その岐路です 

 


